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第2表　競争的寡占価格の低落傾向

年次

1955

1956

1957

1958

1959

1960

乗用車

100．0

94．1

86．0

83．0

81．8

76．3

電　気
洗濯機

100．0

89．2

、84．1

83．9

83．9

83．9

電　気
冷蔵庫

100．　0

94。2

96、　7

88．7

81．7

79．9

テレビ

100．0

77．7

68．9

62．0

56．4

50．8

合成樹脂

100．0

95，6

91．8

82。1

79．2

77．6

テトロン

長繊維

100．0

95．4

89．2

テトロン

短繊維

100．0

94．3

86．5

備考　日銀卸売物価指数による。

第3表　競争的寡占価格産業の生産集中度

　 一一＿1社馴襯拝

乗　、用　 車
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電気冷蔵庫
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上位5社

〃

〃

〃

上位10社

4

2

94．　6

84．8

72．4

72．9

89．7

100．0

100．0

備考　公正取引委員会調べ

　　　（主として1958年度実績）
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品 目社釧集（M，，）度

アルミ地金

板ガラス
フ　イ　ル　ム

ナ　イ　ロ　ン

ビ　ニ　1コ　ン

新聞用紙
銑 鉄

重　軌　条

けい素鋼板

ブ　リ　キ

3社

2

3

2

2

4

土位5社

〃2

〃2

〃3

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．　0

84．7

96．0

96．7

83．4

上し
位て
一 別

○な
○機
社会
1以で
内述
にべ
入て
つ来
てた
いが
る

’

企そ
業れ
はら

’

に

ほお
ぽい
決て
つ　

、

い媒ル分争
は介テ野的’

とルも寡
競す部あ占
争る門る価
的価で゜格
寡格もだの
占や’が分
市利布い野
場潤場ずと
にののれ極
比維内にめ
し持部して’

がでろ対
停主の’照
滞たシ暗的
的る工黙で
傾行アのあ
向動1了るを・と獲解゜、
もな得に
つつ競も

備考　公正取引委員会調べ
（主として1958年度実績）

第5表　鉄鋼管理価格の硬直性

年次陵釧ブリキ陣条麟犠
1955

1956

1957

1958

1959

1960

100。0

111．7

131．0

115．　8

107．9

105．8

100．0

99．5

98．6

98．6

94．4

94．1

100．0

106．0

ll6．2
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107。2

107．1

100．0

105．5

112。5

112．5

112．5

lll．6

備考　日銀卸売物価指数による。
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第2図　消費財物価と生産財物価の変動
　　昭和26・1～36・6（昭和27年一　100）
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第3図　生産財物価文寸消費財物価の比率（％）

　（戦前基準昭和9～11年＝・　100の指数による）
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市場構造と価格体系

第6表　国民生産物の各要素のデフレーター
　　・1869～1959年　（1929　・・　100）

期　間

Kuznets：

1869－78

1879－88

1889－98

1899－1908

1909－18

1919－28

1929－38

1939－43

1944－53

Commerce：
1929

1939

1949

1959

価格デフレーター
消（費Pc）財 1資（護釧政儲出

69．8

55．9

49．0

53．2

71．1

102．5

82．8

109．8

139．4

100．0

79．　9

144．0

176．0

54．0

46．9

41．4

48．4

64．3

101．1

92．6

128．3

172。3

100．0

95。4

189．2

262．0

100．0

96．5

185．8

’Pk／Pc

（1929＝

　100）

77．4

83．9

84．5

91．O

go．4

98．6

11L8

116．8

123．6

100．0

119．5

・131．4

264．、6「148．．9

出所：The　American　Economic　Review．　Dec．1961

　・R．A．　Gordon：Price　Changes：Cousumers’and

　Capital　Goodsより。
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第7表　鉄鋼その他の卸売物価指数　（1953～1959会計年度）

年 度

1953年

1954

1955

1956

1957

1958

1959会計年度

鉄鋼製品
価格指数

100．O

lO4．3

109．2

118．4

129．7

134．2

136．1

卸売物価指数

100．O

lOO．2

100．5

103．8

，106．8

108．3

108，5

金属および
金属製品
価格指数

100，0

101．1

105．9

114．2

118．9

120．4

121．6

金属および金
属製品を除く
卸売物価指数

100，0

99．8

97．8

98．5

100．5

102．0

101。5

出所：G．C．ミーンズ：企業の価格決定力と公共性

第5図　卸売段階における市場価格と管理価格の相対的な動き
　　　　　　　　　　　（1928～1959年）
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　　　　　　　　　　　　　　　1％0
　　　　　　　　　　　　　　　6月
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　　　　2829　31　33　35　37　39　41　43　4．547　49　51　53　55　57　59

　出所：G・C．ミーンズ：企業の価格決定力と公共性

第8表　鉄鋼賃金率の全製造工業賃金　第9表　鉄鋼生産に使用される主要原
　　　　　率に対する比牽　　　　　　　　　　　　材料の変化（1924～1953年）

1929年

1942年

1953年

1，19

1．19

1。22

鉄　　　鉱　　　石

くず鉄およびくず鋼

粘　　　結　　　炭

燃料電力など
主要原材料総合指数

十112％

十　67

十101

十　65

十　91

出所：G．C．ミ∠ンズ

　　　　企業の価格決定力と公共性

出所：GLC．ミーンズ

　　　　企業の価格決定力と公共性
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年次

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

11．8　　i　16．1　　：　0．73

11．O　　i　27．5　　i　O．40

9，7　　i　29．6　　i　O．33

5．g　　i　　8．7　　‘　0．68

2．8　i　　1．5　「　1．87

19，0　　i　13．4　　，　1．42

8，8　　i　28．3　　i　O．31

6．8　　i　13．0　　：　0．52

5．9　　i　　6．4　　‘　0．92
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　口安し信貨廻れアあ系思もトの不んをす電くか部物るはメげもわとの資況ど考
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